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学術情報

平成18年10月に九州大学北海道演習林で発生した低気圧による風害について

扇大輔-f・長慶一郎・.山内康平・.大崎繁・.田代直明・.古賀信也・

平成18年10月7目午後から8日午前中にかけて台風並みに発達した低気圧により九州大学北海道演習林に大規模な風害
が発生した。今後の資料とするため，ことではその被害概要についてまとめた。被害発生時，北海道演習林内では主に

北ないし北北東方向から最大風速10m/s以上，瞬間最大風速20m/s以上の風が吹いたと推定された。被害は北海道演習
林のほぼ全域にわたり発生し，被害面積158ha，被害推定本数48，481本，被害推定材積21，284m勾こ遣した。今回の被害の

特徴として，カラマツを中心とした針葉樹人工林，とくに40年生以上の壮齢林に大規模な風倒被害が発生したとと，被

害が北東斜面の林分に集中し，風向とほぼ一致したこと，カラマツ林の被害形態は「根返り」が最も多く，次いで「傾
斜・幹曲がり」で， r幹折れ」の被害はわずかであった乙と等が挙げられた。
キーワード;風害，低気圧，カラマツ，樹木の被害形態，九州大学北海道演習林
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1.はじめに

平成18年10月5日に四国の南の前組上に発生した低気圧

は，台風並に発達しながら太平洋側の海上を北東に進み，

関東地方や東北地方に暴風や大雨による災害をもたらしな

がら北海道に接近した(図 1)。北海道では， 10月6日夜

から風が強まり，翌7日午後から8日午前にかけて太平洋

側東部とオホーツク沿岸地方を中心に最大風速25m/sを超

える暴風が吹き荒れ，道東の根室市では8日6時10分に観

測史上最大となる最大瞬間風速42m/sを記録した(気象庁

2ω6b)。との低気圧により道内各地において農林水産業関

連の被害が発生したが，北海道の平成18年11月24日時点で

のまとめでは，森林被害件数3，456件(箇所)で被害総額

44億円，そのうち倒木等の森林被害は3，307件(箇所)で

被害額34億円にのぼったとされる(北海道総務部2006)。

九州大学北海道演習林(以下，北海道演習林)の所在す

る北海道足寄郡足寄町を含む十勝地方東北部は，全遣の森

林被害の約 6割が集中した最も被害の激しい地域であり，

足寄町では林業被害地365箇所，林業被害総額12億円にの

ぼった(北海道総務部危機対策局危機対策課2010)。北海

*九州大学農学部附属演習林北海道演習林

道演習林においてもカラマツ人工林を中心に大規模の風倒

被害が発生したことから，乙こでは，その被害概要につい

て報告する。

2.聞査方法

2. 1.圃査地

調査対象地は北海道足寄郡足寄町(43
0

17'N，143
0

33'E) 

に所在する北海道演習林全域である。北海道演習林の森林

は，海抜450mほどの高原と海抜約100mの利別川沿いの足

寄町市街との聞を東に下る丘陵地に存在し，その面積は

3，713haである。そのうち人工林は33%(1，238ha)を占め，

その81%がカラマツ林であるロなお，北海道演習林内には

グイマツおよびグイマツF1色植栽されているが，小面積

であるため，ここではカラマツ林に含めた。カラマツ以外

の針葉樹では， トドマツやアカエゾマツの他，ドイツトウ

ヒ，ヨーロッパアカマツ，ストロープゴヨウなどの外国産

樹木による造林やオニグルミ，ヤチダモ，ウダイカンパな

Eの広葉樹造林もわずかに行われている(九州大学農学部
附属演習林2002)。なお，人工林の造成は北海道演習林設

合AshoroR田earchFore由，F，配叫tyof勾ri叩 l畑町KyushuUniversity， Ashoro， H.okkaido， 089-3705 
H 現所属:九州州大学農学部附属演習林福岡演習林
付加をsent組合ess)Kasuya R帥earchForests， Fac叫tyof勾r蜘 ltUIモ， Kyushu University， Sasaguri， Fukuoka， 811-2415 



 

 



 

 



 

 





 

 








